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海外の研究動向
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１）リーダーシップに関する海外の議論

• 保育におけるリーダーシップに関する議論：

1990年代から

• 近年、注目されているのが「分散型リーダーシップ」
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階層的リーダーシップモデル

• カリスマ性や権威のあるリーダーが、あらゆる運営、
計画、指示を行い、他のスタッフが従う. 

リーダー（園長）

フォロワー フォロワー フォロワー

分散型・協働的リーダーシップモデル

• 組織のどこにでもリーダーシップが存在する (Raelin, 2003)

リーダーの多いチーム(Rodd, 2013)

• 非階層的、柔軟、応答的： 組織のあらゆるレベルで、
適切な知識や専門的技術をもち、主導し、変化や
新しい機会を捉え、挑戦する力のあるリーダーが出てくる
(McDowall Clark & Murray, 2012)

リーダー

（園長）

リーダー

（主任）
フォロワー

リーダー
フォロワー

リーダー
フォロワー

リーダー
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２）ミドルリーダーへの注目

• 少ないながらもミドルリーダーに着目した
研究が出てきている。

• ミドルリーダーは、園に変化をもたらし，
教育や学びの質向上と維持に関して力強い
位置にいる存在である（Grootenboer et al,, 2015）。

• 保育現場の職員や子どもの近くにいるため，
教育や学びに直接的な影響力をもつ立ち位
置にいる（Rönnerman et al., 2017; Flückiger et al., 
2015）。
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➢ 保育におけるミドルリーダーとは

観点 その観点から捉えることで説明できる特徴

立場 組織における立ち位置としても関係性においても，管
理職と保育者の「間」にいるリーダーであり，どちら
にも属する。

哲学 先頭に立って「勇ましく改革していく者」ではなく，
同僚とともに力をあわせるリーダーで，自分たち
の状況やニーズに応じて賢明で思慮深く事を進める。

実践 ミドルリーダーシップとは実践であり，特性や資質よ
りも，言うこと（saying），行うこと（doing），関
係付けること（relating）が重視される。
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立場的にも哲学的にも中間にいて、実践よってその役割
を果たす存在

Grootenboer et al., 2015を元に淀川作成



３）ミドルリーダーの役割

海外の先行研究に基づき下記に整理
（野澤他, 2019）

• 人と人とを繋ぎ、信頼関係を築く役割
信頼関係を築くことで、専門的学びの共同構築の土台を

つくる（Rönnerman et al., 2017等）。

• 保育者の学び合い、園の変化を支える役割
教育・学びのリーダーシップ

学び合いや園の変化は、カリスマ性のある最前線のリーダー

よりもミドルからリードしていく方がうまくいく（Andrews, 

2009）。
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➢ ミドルリーダーの立場の複雑さへの着目

• 分散型リーダーシップが期待される傾向が強まる中，
リーダーの役割を期待される人が優しさ（niceness）や
礼儀正しさ（politeness）という言説に縛られ，他の同僚
のやる気をそがないよう，チームの一員としてでしゃば
りすぎないようにする傾向がある（Hard, 2018）。
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hybrid （異種の、混成の） leadership（Bøe & Hognestad, 2017）

• ミドルリーダーが日々の実践や専門性向上の取り組みを
前に進めていくために・・・
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非階層的なリーダーシップ 階層的なリーダーシップ

リーダーとして他の保育者とは
異なる立ち位置にいることを
意識
専門知に基づく実践のサポート
や自律的な意思決定

民主的で分散型の対話の重視

バランスを取りながらリーダーシップを発揮



日本の研究動向
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１）ミドルリーダーへの注目

• 学校組織の研究で着目

• 近年の社会の急激な変化に対応できる柔軟な組織と

それを支えるミドルリーダーの重要性の指摘

• 文部科学省（2005）学校組織マネジメント研修

～すべての教職員のために～

⇒ミドルリーダーの重要性

「中堅教職員（ミドルリーダー）はキーパーソン」

• 文部科学省（2015）これからの学校教育を担う教員

の資質能力について～学び合い、高め合う教員育成

コミュニティの構築に向けて～

⇒ミドルリーダーの不足と育成の必要性
11



➢ 研修の充実

• 10年経験者研修が「中堅教諭等資質向上研修」へ

• 保育士 キャリアアップ研修

⇒ミドルリーダーへの期待の高まり
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主任保育者の実践知に関するパターン・ランゲージ

プロジェクト（慶応義塾大学井庭研究室との共同）
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２）ミドルリーダーの役割：Cedepの研究から

パターン・ランゲージとは？

ある領域における問題発見・解決の実践知を言語化した
もの（井庭，2013）

よりよい実践に
共通してあらわれる
共通パターンを見いだし、
共有できることばにする
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複数の研究者が分析に関
わり、主任保育者が共通
して語る実践知を抽出し、
ことばにする

3つの観点、27のパターン

インタビュー対象者

➢ プロジェクト概要

• 公私幼稚園・保育所の主任保育者にグループインタビュー
を実施。



➢ 3つの観点 (野澤他, 2019)

A：保育者として成長していく環境をつくる
日々の実践の中で保育者が成長していくことを支える役割

B：人をつなぐことで子どもが育つ場をつくる
園長と保育者の関係、世代や経験等の異なる保育者同士の関係、
保護者との関係をつなぎ、子どもが育つ場の関係性を豊かにして
いく役割

C：保育に関する既成概念をつくりかえていく
豊かな経験知を活かしつつ、保育の質向上を目指して、今の時代
に沿った考え方や新たな実践に挑戦していく役割
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人と人とを繋ぎ、信頼関係を築く役割

保育者の学び合い、園の変化を支える役割



A：保育者として成長していく環境をつくる

保育者に、順調に成長してほしい
と考えています。

▼その状況において
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保育者として育つ過程では、本人
が努力していても、苦労やつらい
経験にぶつかって自信をなくして
しまうことがあります。

▼そこで

一生懸命努力して歩んでいるとい
うことを認め、そのころに敬意を
払った上で、保育者のもついろい
ろな感情を受け止めるようにしま
す。

▼その結果

こちらがきちんと見ているという
こと、そして感じていることは、
日頃の態度や言動に自然と表れる
ものです。そういうあたたかい眼
差しの中では、元気と自信を取り
戻しながら、また前に進んでいく
力が湧いてくるでしょう。



B：人をつなぐことで子どもが育つ場をつくる

園には、多様な世代の

さまざまな経験レベルの職員がいます。

▼その状況において
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職員たちの年齢差や経験差が大き
いと、自然には円滑なコミュニ
ケーションが生まれにくい場合が
あります。

▼そこで

園のいろいろな職員が交わりなが
ら取り組むような機会や仕組みを
コーディネートします。

▼その結果

若手職員の学びの機会も自然と増
えるだけでなく、上の世代の職員
にとっても、若手世代の発想や流
行に触れることができ、従来の考
え方にとどまっていた部分を新た
な考え方に更新する機会になりま
す。



C：保育に関する既成概念をつくりかえていく

社会のニーズに応じて柔軟で細やかな対
応ができ、安心して任せてもらえる園で

ありたいと思っています。

▼その状況において 19

よりよい保育を実現するために、
専門性のある職員を増やす必要が
あるのではないかと考えても、そ
れにかなう多様な人材を確保する
ことは簡単ではありません。

▼そこで

今自園が持つ資源を強みと捉え、
それをどう活かせば園の次の展
開・成長につながるのかを考え、
それらの力を伸ばすようにしてい
きます。

▼その結果

外から新しい人を迎え入れるとい
うだけでなく、今いる職員の活
躍・成長を園の展開・成長につな
げることができます。



まとめ
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➢保育におけるミドルリーダーへの注目

➢保育におけるミドルリーダーの役割

• 人と人とを繋ぎ，信頼関係を築く役割

• 保育者の学び合い，園の変化を支える役割

• 保育者の成長を支える役割

➢最近の動向

• ミドルリーダーの実践の困難さ、複雑さが指摘
されてきている。

• 日本のミドルリーダーの日常的で細やかな実践
が明らかになっている。
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ランゲージプロジェクト」は、慶応義塾大学井庭崇教授なら
びに井庭研究室メンバーとの共同で実施しているものです。
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